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企画展　大津の浄土宗寺院

、新知恩院と棄念専

平成28年10月15日（土）～11月27日（日）

【休館日：月曜日、11月4日、24日】
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木造法然上人立像

鎌倉時代　新知恩院蔵

重要文化財　木造聖観音立像

平安時代　乗念寺蔵

大津市歴史博物館麒



企画展「大津の浄土宗寺院噺知恩院と乗念寺」

大津市には多くの浄土宗寺院が法灯を伝え、浄土教発祥の地、比叡山のお膝元として、今なお法然上人の教えとそれぞれ

特色のある歴史と宝物を伝えています。今回の企画展では、そのなかから伊香立の新知恩院と京町の乗念寺をとりあげます。

湖西に屏風のようにそびえる比叡山系と比良山系が途切れる地、伊香立は、京都から大原を抜けてこの地に到るルートを

「途中越え（毒草越え）」と呼び、古来より

交通の要所として重要視されてきました。

また、隣接する葛jiiには、北嶺回峰行の聖地、

明王院があって比叡山と密接な関係を有し、

伊香立も仏教・神道文化が隆盛していまし

た。そのなかで15世紀後半、京都では応仁

の乱が勃発し、浄土宗の本山、知恩院も戦

火を逃れるため、当時の住持である周誉上

人に従い、多くの寺宝とともに伊香立に疎

開しました。伊香立上在地町の金蓮寺を経

て、現在の伊香立下在地町に新たに建立さ

れたのが新知恩院です。乱の終了後、大津

の浄土宗の中lこ高勺な寺院の一つとして、現

在に至るまで去灯を守り続けています。
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新知恩院（大津市伊香立下在地町）

一方、古代より街道と湖上交通の要所として知られた旧の大津町は、江戸時代には「大津百町」と呼ばれ、東海道五十三

次の宿場町や港町として繁栄しました。中世には比叡山延暦寺の影響を受けたこの地には、同寺に関係する多くの寺社が建

立され、今なお古い仏像が多く伝来していることでも知られています。そのような宗教都市大津に、天正16年（1588）に

澄蓮社信誉助楠によって開創されたのが春光山東念寺です。そして、江戸時代には、大津の浄土宗寺院の組織である「大津

門中」の－力寺として、現在にいたるまで大津百町の町人や檀信徒の信仰を集めてきました。
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乗念寺（大津市京町二丁目）

当館では、平成24年に浄土宗の宗祖、

法然上人の没後800年を記念して、大津市

内の浄土宗寺院の寺宝調査を行い、多くの

成果がありました。本展では、それらの成

果に基づき、伊香立の歴史の一端を伝える

新知恩院と、大津百町の歴史を物語る乗念

寺に伝わる仏像や仏画、そして古文書など

の宝物を展示します。大津の豊かな仏教文

化に触れていただけましたら幸いです。
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新知恩院の歴史と宝物
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薬師如来坐像　平安時代

平安後期の12世紀中頃の造像で、都ぶりな作風を持つ優品

です。半丈六の坐像で、大津市の北部地域では屈指の大きさ

をほこります。かつて門前にあった薬師堂に安置。

織田信長禁制　永禄11年（1568）

室町幕府将軍足利義昭を奉じて上洛する直前に織田信長が出

した禁制。軍勢の狼霜や放火、竹木の伐採を禁じています。
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六道絵（畜生道）　中国・南宋時代

輪廻転生を表す六道絵の内の「畜

生道」です。ゾウが実物と同じ灰色で

表されている点が特徴です。
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阿弥陀来迎図　室町時代

阿弥陀如来が来迎する姿を描いた

ものです。当時の彩色技法の粋を集

めた、緻密な表現が特徴です。

新知恩院縁起　延享5年（1748）

知恩院第50世大僧正鸞宿が記した新知恩院の縁起。創建や周誉珠琳

の事績、霊宝の伝来を詳細に記しています。

＜インフォメーション＞

【主　催】大津市・大津市教育委員会・大津市歴史博物館・京都新聞

【特別協力】新知恩院・乗念寺

【協　力】浄土宗滋賀教区・浄土宗滋賀教区大津組

【後　援】NHK大津放送局・BBCびわ湖放送・エフ工ム滋賀

【観覧料】一般‥800円（640円）高大生‥400円（320円）小中生：200円（160円）

※（）内は、前売り、15名様以上の団体割引、大津市内在住の65歳以上の方、大津市内在住の陸がい者の方、介護保険の要介護者の方・

要支援者の方の割引料金（証明するものをご提示ください）。

【休館日】月曜日、11月4日、24日
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昭和の琵琶湖観光案内
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会期：10月18日（火）～11月27日（目）

【休館日：月曜日、11月4日、24日】

全国に交通網が整備され、旅が身近になった大正末から昭和にかけて、琵琶湖は観光の湖として花開きま

した。湖には大型観光船が次々と就航し、琵琶湖の島々をめぐる「島めぐり」や南湖を周遊する「近江八景

めぐり」が人気をあつめました。また、水泳場やスキー場へと人々を運ぶ「スキー船」「水泳船」も就航し、

京阪神を中′封こ多くの人々が行楽に訪れました。

本展では、当時の観光パンフレットを中′封こ、戦前戦後の琵琶湖観光の移り変わりをひもときます。

大津鳥轍図　昭和初期　本館蔵

…謂　弼踊箆開聞　　　　　　聖圏題 
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会期：11月29日（火）～平成29年1月15日（日） 

【休館日：月曜日（平成29年1月9日は開館）、12月27日～1月5日、1月10日】 

縄文土器、弥生土器、古墳時代の土師器や須恵器など時代ごとに様々な土器が使われてきました。土器は、 

食事のため、調理（煮炊き）のため、貯蔵のためなどの日常的な用途に加えて、祭りや墓へのお供え用とし 

て特別につくられたものもあります。縄文土器は、日本列島ではじめて用いられた土器で、独特の紋様がみ 

られます。弥生土器は、縄文土器ほど紋様は多　緑薫鸞灘薫漆鸞欝畿瀦潔鵜騒繚繚撥＼／／露※謙撥懸 

彩ではありませんが、土器づくりの技術が変化　鰯謙譲畿議謀議熊綴懲麟濃緑繚態慾懸懸撥懸 ∴∴　　　　　　　　　　　　　　　　∴∴　　　　　　　　　　∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴ 

し、より薄く、かたくなっていきます。古墳時　灘灘蘭÷＼＼＼／＼鞠灘縫諒畿灘縫畿擬態澱綴 
／‾油 

代になると、土師器と須恵器という2種類の土　潔総譜　　　　、繚態議懸灘綴縫 
∴∴∴　　∴∴　　　　　　　　　　∴∴一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　： 

器がつくられます。土師器は、縄文土器や弥生　嚢撥競漕　　　措醐　／＼隷迷粥閣醗整議／　撮謙慾 

土器と同じように野焼きでつくるもので須恵灘＼繍　畿懸騒溺）擬畿鰭 　　　　　籍翻＼／／ 　　　　i れている土器です。　　酪鰹＼態開聞闇擬灘縛 

本展では、大津市内の出土品を展示し、様々　　嵩　　　　　　　　　＼諒 

な違いのある土器を紹介します。　　　　嵩競遺跡の弥生土器（筈）龍谷大学付属平安中学校・平安高等学校蔵 

：一∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴一…∵∴∵∴　∴∴∴∴∴∵一一∵一∴∴∴∴∴∴∴∵∵　∴一∴∴∴一一∴一∴∴∴一∴∴一∴∴∴一∵∴∴∴∴∴∴∴∴∵∵∴　∵∴‥　∴∴∴∴：∴∵ �∴ ∴ii 
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「仏画を科学する」

本図は、今秋開催予定の企画展「大津の浄土宗寺院　新知恩院と乗念寺」に出陳予定の「絹本若色阿

弥陀三尊来迎図」（南北朝時代、乗念寺蔵）です。国中には、阿弥陀如来と蓮台を持つ観音菩薩、合掌

する勢至菩薩が雲に乗って来迎する姿が描かれています。本図は今からおよそ650年近く前に描かれた

もので、画面はお香の煙などで黒く染まり、絵具や絹も剥落が進んでしまっています。

こうなってしまうと、肉眼ではそこに何が描かれていたのか判別することは非常に困難です。しかし、

科学の発達した現在では、様々な技術を使うことで、本図に描かれた仏の姿を見ることができます。そ

の一つが、「赤外線撮影」と呼ばれるものです。

通常、我々人間の目は、おおよそ380nmから780nmまでの波長の光（可視光線）しか認識するこ

とができません。ところが、最近のデジタルカメラは、もっと広い範囲の光をとらえることができ、撮

影の仕方を工夫すれば、人間の目には見えないものを写し出すことも可能になります。「赤外線撮影」

とは、780nm以上の波長の光（赤外線）を撮影する技術で、主に肉眼では見えない文字や輪郭線、文

様を撮影したいときに用います。これで阿弥p朝日乗の頭部を撮影してみると、例えば頭部から発せられ

る条光や、着ている袈裟の形や文様、さらには修理の際の補修跡などを確認することができます。

このように、新しい技術を上手に活用していけば、これまで知られていなかった未知の世界を垣間見

ることができるのです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鯨井清隆）

∴： ∵ �∵∴　∴ 

∴∴∴ 　　　　　　　　　∴∴∴ 

、i「 ∴∴ 

：∴ �� � 
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通常撮影 赤外線撮影
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乗念寺の歴史と宝物
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信誉上人像　江戸時代初期
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仏溝渠図　享保21年（1736）

乗念寺の開山である澄蓮社信誉上人の姿を描　　お釈迦様の亡くなる場面を描いたものです。

いたものです。やや小さめの画面ですが、理知的　江戸時代の溝渠図としてはやや小ぶりですが、

な表情に上人の人柄が偲ばれます。　　　　　　　　鮮やかな彩色が見所です。秋岸寺旧蔵晶。

弱

当津月番定書写　江戸時代後期　　　湖南門中規則　文化2年（1805）

乗念寺が、大津町62ケ寺の輪番　　総本山知恩院からの達しや触れなどのほか様々

触頭を担当した時の記録。大津代

官や京都町奉行、大津町内の寺院

間のやり取りが記録されています。

日田回国回

な規則について、大津町の浄土宗寺院が確認しあっ

たもの。乗念寺のほか、西福寺、華階寺、僧光院、成

覚寺、大専寺ら歴代住職の署名がみえます。

日吉山王本地仏蔓奈羅図　南北朝時代

日吉社の神々を本地仏の姿で描いたもの

です。尊像配置に浄土信仰の影響が見られ

る点は他に類例がなく、大変貴重です。

三三孝三÷

秋岸寺三井寺領添地引移願書　安永7年（1778）

乗念寺末寺の秋岸寺が吾妻川洪水によって被害を

うげ、三井寺領内に移転したいと大津代官らに提出

した願書。秋岸寺は、戦前に廃寺となり、宝物や文書

は乗念寺に引き継がれました。

∴∴∴∴∴： ∴：「三言 二三言∴「三： 

i竃　㊧r　　i浜大津∴ 

i蟹田三井寺i書聖醜∵大津 

冶Rl ∴∴∴細腕闇∴：㊦： 
臆交通機関

・京阪電鉄石山坂本線別所駅徒歩5分
・JR大津京駅徒歩15分

臆駐車場　約70台（無料）

菓常設展示観覧料

区　分 �個人 �団体（15名以D 

般 �320円 �250円 

高校生・大学生 �240円 �190円 

小学生・中学生 �160円 �120円 

◆大津市内在住の65歳以上の方は一般料金の半額。
◆市内在住の障害者の方、市内在住の介護保険の要介護者の方・要支援者の方は無料

（証明するものをご提示ください）。

◆ミニ企画展は、常設展観覧料でご覧いただけます。
◆企画展の観覧料については、その都度定めます。

臆開館時間
午前9時～午後5時（展示室への入場は午後4時30分まで）

園休館日
月曜日（祝日・振替休日の場合は開館し、翌日か休館）
祝日の翌日（土・日曜日の場合は開館）
年末年始（12月27日～1月5日）

その他、業務の都合により休館する場合があります。

S　臆　臆　S S S　”　　”　S S S S S S S S S

歴博カードのご案内 

当館主催の展覧会を自由にご観覧いただIナる 

定期観覧券です。また、当館発行の出版物や 
催し物の割引、様々な情報のご案内など、多 
くの特典を設iナております。（1年間有効） 

巨星2，諾i素謡」1，。。。円 　　　　　小中学 
★詳しくは博物館までお問い合わせ下さい。 

大津市歴史博物館
〒520－0037滋賀県大津市御陵町2番2号

TEL O77－521－2100　FAX O77－521－2666駐日
解端誌かhtt。：／／www．，。kihaku．。tSu．Sh．ga．」。／
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